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lHa-5　　　　　　　　　　　 家族 生活空 間の比 較研究

一住戸タイプとライフステージによる生 活行 為の行われ方 －

○伊藤香織　 沖 田富美子　( 日本女 大)

目　的　 今日、住宅の洋風化により、家族員の生活の中心となるダイニングルームやリビングル

ームを持つ住宅が主流を占めているが､これらの空間以 外に畳の部屋が一 室は欲しいという要

求も根 強い。そこで本研 究では､ダイニングルーム､リビングルーム､ および和室を家族生 活空

間として捉え､ 各空間における生活 行為の行われ方が(39 種類 の生活 行為) 、住戸タイプおよ

びライフステージなどにより影響を受けるか否かについて検討する。

方　法　 東京圏および名 古屋圏の商品化 住宅 の居住者を対象に､ＬＤ十Ｋに和室が隣接し

た住戸(Ａタイプ) 、ＬＤ十Ｋのほかに和室が独立した住戸(Ｂタイプ) の2つを選出し､ アンケート

調査を実施した(1997 年8 ～9 月) 。調 査配布数は365 件、回収数288 件、有効回答数279

件、本研究対象数 は189 件である｡ なお長子の年齢により、ライフステージを乳幼児 期(O ～5

歳) 、学童期(6 ～12 歳) 、学生期(13 ～18 歳)、青年 期(19 歳以上) の4 つに分類する。

結　果　 各ライフステージにおける住戸タイプによる比較からは､４つのライフステージ全てにお

いて､ 和室の使 われ方に違いが見られた｡ すなわち､ Ａタイプ居住者 の方 がB タイプ居住者より

も和室を日 常的に使用している。特に乳幼児期および学童期のA タイプ 世帯にその傾向が見

られ、＜団槃余暇＞、＜余暇趣味 ＞、＜身だしなみ＞、＜家事２＞行為の発生串が高い｡ また

ライフステージによる比較からは､K タイプ住戸では学童期世帯で＜勉 強･ 仕事＞にダイニング

まわりを使用していること、Bタイプ 住戸では青年期世帯で和 室を＜宿泊 ＞に使用していること

が特徴として挙げられる。全体的には､ライフステージ前 半の家族ほど様々な行為を各空間で

行っているが､ライフステージ後 半の家族になるとその行為数は限定されている。

lHa-6 住居内部空間の構成に関する研究一間、室、順列、交差型

佐々野好継

(長崎大学)

目的 住居は、それぞれの内 部空間で構成 されてい るのではなく、玄関空間 との組 み

合わせを中心にした型で構成されていることを明らかにすることです。

方法 １ 長崎県諌早市にある、19  9 4 年建築の庭付き一戸建て住居

（2 階建て）の平面図を素材にします（図１）。　2－1 住居内部のそ

れぞれの空間を円（○）で、出入口を線（－）で、概念化しグラフ図

（図1 ）と呼びます。なお、玄関空間は●に×で表現し、縁側などの
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通路のために空いている空間は、●で表現することにします。　２－２ 玄関空間を

含む組み合わせ空間／非空間に分割し、組み合わせ空間の型を抽出します。

結果 １階は、間型と１室型（接客領域）の２領域で構成されています。間型は、「Ｌ

／Ｄ／Ｋ一洗面所（日常的生活／サービス領域）」の２間と玄関の空で構成されてい

ます。２階は、「夫婦寝室、2 子供室」の３つの室で構成されている室型（プライベ

ート領域）です。間型（十室）×１室型Ｘ室型（２Ｆ）の住居と整理されます。
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